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研究成果の概要（和文）：本研究では、体組成計により測定できる細胞透過性の指標である位相角が、重症患者
の栄養予後指標となるかを検討した。対象患者の平均年齢は62.3±14歳(男性、平均BMIは21.87±4.17kg/m2、
APACHEIIスコアの中央値は22(11-43)で あった。入室後24時間以内の位相角は体細胞量/細胞外質量比と有意な
相関を示した(r2=0.8517)。ICU在室日数、人工呼吸器装着日数とも有意な 相関を示した(r2=0.3092, r2=0.
3550)。ICU軽快退室例の入室時位相角の平均は 7.94であるのに対し、60日以内に死亡した群の平均位相角は4.
97であった。

研究成果の概要（英文）：In this study, we have determined if  phase angle, which is indicator of 
cell permeability,  can be nutritional and prognosis marker in critical ill  patients. The average 
age of subjects is 62.3±14 years old and their mean BIM was   21.87±4.17kg/m2, APACHE II score was
 22(11-43). Phage angle at admission was correlated with BCM(body cell mass)/ECM(extracellular cell 
mass) (r2=0.8517). Phase angle was also correlated with length of ICU stay and ventilation days(r2=
0.3092, r2=0.3550).  The mean of phage angle at admission in patients who discharge ICU was 7.94 
whereas that in death case was 4.97.

研究分野：臨床栄養学
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１．研究開始当初の背景 
重症患者における栄養療法の重要性は年々
認識が高まっている。一方で、侵襲下にお
ける有効な栄養指標や予後指標はなく、適
切な栄養投与量や栄養組成についても確立
された見解がないのが現状であった。また、
体組成測定は患者の栄養評価のひとつとし
て近年多用されつつあるが、水分変動の著
しい重症患者において正確に評価するには
限界がある。 
 
２．研究の目的 
本研究では、生体磁気インピーダンス法
（BIA）により、重症患者の体組成評価を
行い、リアクタンスとレジスタンスの比で
ある位相角が予後指標または栄養指標とな
るか、さらに栄養管理に活用できるかを検
討した。 
 
３．研究の方法 
（１）対象者 
本研究は徳島大学病院臨床研究倫理審査委
員会の承認のもと行い、対象は徳島大学病
院救急・集中治療部に入室し、治療を受け
た患者とした。 
（２）体組成測定 
患者の体組成測定には BioScan（Malton 社
製）を用いた。位相角（Phage Angle）は５
０KHz における値を用いた。 
（３）データ収集 
患者の血液・生化学検査値、人工呼吸器栄
養投与量等は電子カルテを参照した。体組
成測定は ICU 入室後１，３，５，７日目に
測定した。 
（４）統計解析 
統計解析には GraphPadPrism を用い、
t-test および Spearmen correlation test
を行った。 
 
４．研究成果 

対象患者の平均年齢は62.3±14歳(男性、平均

BMIは21.87±4.17kg/m2、APACHEIIスコアの中

央値は22(11-43)であった。入室後24時間以内

の位相角は体細胞量/細胞外質量比と有意な

相関を示した(r2=0.8517、p<0.0001)。ICU在

室日数、人工呼吸器装着日数とも有意な 相関

を示した(r2=0.3092, r2=0.3550, p<0.0001)。

一方で、APACHEIIスコア及びCRPとは相関関係

を示さなかった。ICU軽快退室例の入室時位相

角の平均は 7.94であるのに対し、60日以内に

死亡した群の平均位相角は4.97であった

(p<0.001)。敗血症患者は、敗血症でない患者

と比較して位相角は有意に低かった (4.86 

vs 7.54, p<0.001)。また、位相角を低値群、

正常群にわけると、エネルギー投与量に対し

ては低値群ではやや少ないエネルギー投与量

がもっともタンパク異化が抑制されるのに対

し、正常群では投与量が多いほど異化抑制に

働いた。 
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